
(57)【要約】

【課題】低コストの簡単な構成及び取付手段で鋸ブレー

ドの揺動を確実に調整することができる調整自在の揺動

および揺動遮断可能な回しびき鋸装置を得る。

【解決手段】鋸ブレード１２を担持して動作時に往復動

軸線２０の方向に往復移動自在に案内される往復ロッド

１０と、往復動軸線２０に直交する調整可能な揺動運動

を前記往復運動に重ね合わせる揺動付与装置２２とを有

し、揺動付与装置２２に回動素子２６を設け、動作時に

回動素子２６が回動軸線２８の周りに回動し、これによ

り、押圧素子３２が移動軸線３４に沿って往復移動し、

揺動素子３６が揺動軸線３８の周りに揺動し、往復ロッ

ド１０に反復転向を生ずるようにした回しびき鋸装置に

おいて、押圧素子３２を、移動軸線３４に直交する方向

に移動自在な支持体に保持し、かつ回動軸線２８に対す

る距離が異なる少なくとも２つの位置に送ることができ

る構成とする。

【選択図】図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 動 作 時 に 往 復 動 軸 線 （ ２ ０ ） の 方 向 に 往 復 移 動 自 在 に 案 内 さ れ る 往 復 ロ ッ ド （ １ ０ ） と
、 前 記 往 復 動 軸 線 （ ２ ０ ） に 直 交 す る 調 整 可 能 な 揺 動 運 動 を 前 記 往 復 運 動 に 重 ね 合 わ せ る
揺 動 付 与 装 置 （ ２ ２ ） と を 有 す る 回 し び き 鋸 装 置 （ ４ ） で あ っ て 、 前 記 揺 動 付 与 装 置 （ ２
２ ） に 回 動 素 子 （ ２ ６ ） を 設 け 、 動 作 時 に 前 記 回 動 素 子 （ ２ ６ ） が 回 動 軸 線 （ ２ ８ ） の 周
り に 回 動 し 、 こ れ に よ り 、 押 圧 素 子 （ ３ ２ ） が 移 動 軸 線 （ ３ ４ ） に 沿 っ て 往 復 移 動 し 、 揺
動 素 子 （ ３ ６ ） が 揺 動 軸 線 （ ３ ８ ） の 周 り に 揺 動 し 、 往 復 ロ ッ ド （ １ ０ ） に 反 復 転 向 を 生
ず る よ う に し た 回 し び き 鋸 装 置 に お い て 、 前 記 押 圧 素 子 （ ３ ２ ） を 、 前 記 移 動 軸 線 （ ３ ４
） に 直 交 す る 方 向 に 移 動 自 在 な 支 持 体 に 保 持 し 、 ま た 前 記 押 圧 素 子 （ ３ ２ ） を 、 前 記 回 動
軸 線 （ ２ ８ ） に 対 す る 距 離 が 異 な る 少 な く と も ２ つ の 位 置 に 送 る こ と が で き る 構 成 と し た
こ と を 特 徴 と す る 回 し び き 鋸 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 移 動 軸 線 （ ３ ４ ） は 前 記 回 動 軸 線 （ ２ ８ ） を 通 過 す る 位 置 を と る こ と が で き る よ う
に し た 請 求 項 １ 記 載 の 回 し び き 鋸 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 移 動 自 在 の 支 持 体 を 摺 動 素 子 （ ４ ６ ） に よ っ て 構 成 し 、 こ の 摺 動 素 子 （ ４ ６ ） を 前
記 回 動 軸 線 （ ２ ８ ） に 直 交 す る 方 向 に 案 内 す る 構 成 と し た 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 回 し び
き 鋸 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 摺 動 素 子 （ ４ ６ ） を 、 回 し び き 鋸 装 置 （ ４ ） の 軸 受 保 護 壁 （ ８ ） と 内 側 ハ ウ ジ ン グ
部 分 （ ４ ８ ） と の 間 に 支 持 し た 請 求 項 ３ 記 載 の 回 し び き 鋸 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 揺 動 付 与 装 置 （ ２ ２ ） に 、 切 替 軸 線 （ ５ ４ ） の 周 り に 回 動 自 在 の 切 替 素 子 （ ５ ０ ）
を 設 け 、 こ の 切 替 素 子 （ ５ ０ ） に は 、 外 側 ハ ウ ジ ン グ 部 分 （ ６ ） か ら 外 部 に 突 出 す る 操 作
領 域 （ ５ ６ ） と 、 押 圧 素 子 （ ３ ２ ） ま た は 摺 動 素 子 （ ４ ６ ） に 連 動 す る 掛 合 領 域 （ ５ ２ ）
を 設 け た 請 求 項 １ 乃 至 ４ の う ち の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 回 し び き 鋸 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 切 替 素 子 （ ５ ０ ） に は 少 な く と も １ 個 の 保 持 手 段 を 設 け た 請 求 項 ５ 記 載 の 回 し び き
鋸 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 保 持 手 段 は 、 前 記 切 替 素 子 （ ５ ０ ） に 設 け た 少 な く と も １ 個 の 隆 起 部 （ ６ ０ ） に よ
っ て 構 成 し 、 こ の 隆 起 部 （ ６ ０ ） を 、 内 側 ハ ウ ジ ン グ 部 分 （ ４ ８ ） に 設 け た 複 数 個 の 窪 み
（ ６ ４ ） の う ち の 一 つ に 掛 合 可 能 に 送 る こ と が で き る よ う に し た 請 求 項 ６ 記 載 の 回 し び き
鋸 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 切 替 素 子 （ ５ ０ ） に ば ね 領 域 （ ５ ８ ） を 設 け 、 こ の ば ね 領 域 （ ５ ８ ） に 前 記 隆 起 部
（ ６ ０ ） を 形 成 し た 請 求 項 ７ 記 載 の 回 し び き 鋸 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 切 替 素 子 （ ５ ０ ） を 、 前 記 往 復 動 軸 線 （ ２ ０ ） に 直 交 す る 一 つ の 平 面 上 で 回 動 自 在
に し た 請 求 項 ５ 記 載 の 回 し び き 鋸 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 動 作 時 に 往 復 動 軸 線 の 方 向 に 往 復 移 動 自 在 に 案 内 さ れ る 往 復 ロ ッ ド と 、 往 復
動 軸 線 に 直 交 す る 調 整 可 能 な 揺 動 運 動 を 前 記 往 復 運 動 に 重 ね 合 わ せ る 揺 動 付 与 装 置 と を 有
す る 回 し び き 鋸 装 置 で あ っ て 、 前 記 揺 動 付 与 装 置 に 回 動 素 子 を 設 け 、 動 作 時 に 前 記 回 動 素
子 が 回 動 軸 線 の 周 り に 回 動 し 、 こ れ に よ り 、 押 圧 素 子 が 移 動 軸 線 に 沿 っ て 往 復 移 動 し 、 揺
動 素 子 が 揺 動 軸 線 の 周 り に 揺 動 し 、 往 復 ロ ッ ド に 反 復 転 向 を 生 ず る よ う に し た 回 し び き 鋸
装 置 に 関 す る も の で あ る 。
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【 ０ ０ ０ ２ 】
　 こ の よ う な 鋸 装 置 は 、 揺 動 （ 振 り 子 式 ） 鋸 装 置 と し て 称 さ れ る 。 回 し び き 鋸 装 置 の 揺 動
（ 振 り 子 運 動 ） は 、 木 材 を 加 工 す る 際 の 作 業 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 こ れ に 対 し 、
金 属 加 工 の 際 に は こ の 揺 動 は 欠 点 と な る 。 こ の 理 由 か ら 多 く の 既 知 の 鋸 装 置 は 、 揺 動 量 を
調 整 自 在 に す る か 、 ま た は 完 全 に 揺 動 を 遮 断 可 能 に す る か し て い た 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 押 圧 素 子 を ピ ン に よ り 構 成 し 、 こ の ピ ン を 軸 線 方 向 に 移 動 自 在 に 調 整 軸 に 保 持 す る 回 し
び き 鋸 装 置 が あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。 こ の 調 整 軸 は 、 ス ラ イ ド ス イ ッ チ を 有 す
る 調 整 ピ ン を ハ ウ ジ ン グ に 連 結 す る 。 揺 動 を 調 整 し た り 、 全 く 遮 断 し た り す る た め に は 、
調 整 軸 を 、 押 圧 素 子 を 支 持 し た 状 態 で 、 ス ラ イ ド ス イ ッ チ を 移 動 す る こ と に よ っ て 回 転 す
る 。 こ の 結 果 、 押 圧 素 子 は 回 動 素 子 の 回 動 方 向 に 傾 い て 整 列 し 、 回 動 素 子 に よ る 回 動 範 囲
が 少 な く な る 。 押 圧 素 子 が 一 層 ね じ れ て 、 押 圧 素 子 の 軸 線 が 回 動 軸 線 に 一 致 す る と 、 揺 動
は 完 全 に な く な る 。
【 特 許 文 献 １ 】 欧 州 特 許 第 ０ ４ ９ ７ ４ ５ ８ 号 明 細 書
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 こ の 手 法 は 、 回 動 素 子 の み な ら ず 揺 動 素 子 も 、 押 圧 素 子 の 傾 斜 に 適 合 す る た め
に 仕 上 げ コ ス ト が 高 い 装 着 領 域 を 設 け る 必 要 が あ る と い う 欠 点 が あ る 。 更 に 、 押 圧 素 子 の
傾 斜 調 整 の 際 に 横 方 向 の 力 を 作 用 さ せ る こ と が 必 要 に な り 、 こ の こ と は 、 こ れ に 対 応 し た
上 述 の 安 定 し た 連 結 手 段 お よ び 回 し び き 鋸 装 置 の 構 成 部 分 に よ っ て し か 、 横 方 向 の 力 を 吸
収 で き な い 。 更 に 、 こ の 既 知 の 方 法 で は 調 整 軸 の 後 方 に 突 出 す る 回 転 支 持 体 の 回 転 方 向 に
対 す る 組 み 付 け は 比 較 的 費 用 が か か る と い う 欠 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 従 っ て 、 本 発 明 の 目 的 は 、 調 整 自 在 の 揺 動 お よ び 揺 動 遮 断 可 能 な 回 し び き 鋸 装 置 で あ っ
て 、 上 述 の 欠 点 を 回 避 す る こ と が で き 、 ま た 低 コ ス ト の 簡 単 な 構 成 及 び 取 付 手 段 で 鋸 ブ レ
ー ド の 揺 動 を 確 実 に 調 整 す る こ と が で き る 回 し び き 鋸 装 置 を 得 る に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 回 し び き 鋸 装 置 は 、 前 記 押 圧 素 子 を 、 前 記 移 動 軸 線 に
直 交 す る 方 向 に 直 線 的 に 移 動 自 在 な 支 持 体 に 保 持 し た こ と を 特 徴 と す る 。 こ の と き 、 前 記
押 圧 素 子 は 、 回 動 軸 線 に 対 す る 距 離 が 異 な る 少 な く と も ２ つ の 位 置 に 移 動 す る こ と が で き
る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 押 圧 素 子 の 調 整 は 、 実 質 的 に こ の 支 持 体 の 移 動 に よ っ て 保 証 さ れ る 。
こ の 方 法 に よ り 、 回 動 素 子 か ら 押 圧 素 子 を 介 し て 揺 動 素 子 に 伝 達 さ れ る 力 の 作 用 方 向 は 、
回 動 素 子 が 展 開 す る 回 動 空 間 で も 、 揺 動 素 子 が 展 開 す る 揺 動 空 間 で も 、 押 圧 素 子 の と る 各
位 置 に 存 在 す る 。 揺 動 を 生 ず る 際 に 、 回 し び き 装 置 の ハ ウ ジ ン グ ま た は 軸 受 保 護 壁 に 作 用
す る 横 方 向 力 の 発 生 は 、 大 幅 に 回 避 さ れ る 。 従 っ て 、 揺 動 付 与 装 置 を 保 持 す る の に 、 比 較
的 僅 か な 寸 法 の 連 結 部 分 及 び 支 持 部 分 で 済 ま す こ と が で き る よ う に な る 。 更 に 、 揺 動 付 与
装 置 自 体 も 、 構 造 が 比 較 的 簡 単 に な り 、 組 み 付 け も 簡 単 に な る 。 全 体 的 に 、 本 発 明 に よ れ
ば 、 確 実 な 揺 動 調 整 能 力 が 僅 か な コ ス ト で 保 証 さ れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 好 適 な 実 施 例 に お い て は 、 押 圧 素 子 は 、 回 動 軸 線 を 通 過 す る 位 置 を と る こ と が で き る よ
う に す る 。 こ の 構 成 に よ れ ば 、 簡 単 な 方 法 で 、 押 圧 ピ ン の 移 動 に よ っ て 揺 動 を 完 全 に 遮 断
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
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　 好 適 な 実 施 例 に お い て は 、 押 圧 素 子 の 軸 線 方 向 移 動 可 能 な 支 持 は 、 摺 動 素 子 に お い て 生
ず る よ う に し 、 こ の 摺 動 素 子 自 体 は 、 回 動 軸 線 に 直 交 し 、 ま た 回 動 素 子 の 回 動 方 向 に 展 開
す る 回 動 空 間 に 平 行 に 、 移 動 自 在 に 設 け る 。 摺 動 素 子 を 使 用 す る こ と に よ っ て 、 回 動 素 子
の 回 動 方 向 に お け る 押 圧 素 子 の 妨 害 が な く し か も 正 確 な 案 内 が 可 能 に な る 。 こ の 構 成 に よ
れ ば 、 押 圧 素 子 の 移 動 し た 位 置 間 で の 信 頼 性 が 高 い 切 り 替 え が 可 能 と な り 、 ま た 横 方 向 力
の 発 生 を 回 避 で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 好 適 に は 、 摺 動 素 子 は 、 回 し び き 鋸 装 置 の 軸 受 保 護 壁 と 内 側 ハ ウ ジ ン グ 部 分 と の 間 で 支
持 す る 。 こ の よ う な 摺 動 素 子 の 配 置 は 、 摺 動 素 子 の た め の 案 内 の 製 造 を 簡 単 に し 、 か つ 組
立 を 簡 単 に す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 好 適 な 実 施 例 に お い て は 、 揺 動 付 与 装 置 に 、 切 替 軸 線 の 周 り に 回 動 自 在 の 切 替 素 子 を 設
け る 。 こ の 切 替 素 子 に は 、 外 側 ハ ウ ジ ン グ 部 分 か ら 外 部 に 突 出 す る 操 作 領 域 を 設 け る 。 更
に 、 切 り 替 え 素 子 に は 、 押 圧 素 子 ま た は 摺 動 素 子 に 連 動 す る 掛 合 領 域 を 設 け る 。 こ の よ う
な 切 替 素 子 に よ れ ば 、 押 圧 ピ ン の 移 動 す る 位 置 間 の 切 り 替 え が 快 適 に 行 う こ と が で き る よ
う に な る 。 更 に 、 こ の よ う な 切 替 素 子 は 、 構 造 が 簡 単 で あ り 、 容 易 に 製 造 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 更 に 、 好 適 な 実 施 例 に お い て は 、 切 替 素 子 に 、 少 な く と も １ 個 の 保 持 手 段 を 設 け る 。 こ
の 構 成 に よ れ ば 、 押 圧 素 子 の 移 動 す る 位 置 間 で の 不 慮 の 切 り 替 え 、 及 び 不 慮 の 揺 動 を 回 避
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 好 適 に は 、 保 持 手 段 は 、 前 記 切 替 素 子 に 設 け た 少 な く と も １ 個 の 隆 起 部 に よ っ て 構 成 す
る 。 内 側 ハ ウ ジ ン グ 部 分 に は 複 数 個 の 窪 み を 設 け る 。 切 替 素 子 を 位 置 決 め し た 後 に は 、 こ
の 隆 起 部 は 、 窪 み の う ち の 一 つ に 休 止 す る 。 隆 起 部 は 、 例 え ば 、 断 面 で 見 て 尖 っ た 、 又 は
丸 み の あ る 三 角 形 形 状 の リ ブ 又 は 突 歯 に よ り 構 成 す る こ と が で き る 。 こ の 構 成 に よ り 、 押
圧 ピ ン を 選 択 し た 位 置 に 確 実 に 保 持 す る 装 置 が 簡 単 に 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 好 適 な 実 施 例 に お い て は 、 切 替 素 子 に ば ね 領 域 を 設 け 、 こ の ば ね 領 域 に 前 記 隆 起 部 を 形
成 す る 。 こ の よ う な ば ね 領 域 は 、 例 え ば 、 切 替 素 子 の 他 の 部 分 か ら 離 れ た 細 長 の 領 域 と し
て 構 成 し 、 残 り の 部 分 に 対 し て 連 結 す る こ と に よ り ば ね 作 用 を 付 与 す る も の と す る 。 ば ね
領 域 の ば ね 特 性 に よ り 、 装 置 の 確 実 な 休 止 と と も に 、 簡 便 な 調 整 が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 更 に 、 好 適 に は 、 切 替 素 子 を 、 通 常 状 態 の 案 内 キ ャ リ ッ ジ の 支 持 面 に 平 行 な 平 面 上 に 配
置 す る 。 こ の 通 常 状 態 で は 、 切 替 素 子 の 移 動 方 向 に 交 差 す る 鋸 ブ レ ー ド は 、 案 内 キ ャ リ ッ
ジ の 支 持 面 に 対 し て 直 角 の 角 度 を な す 。 こ の 構 成 に よ り 、 ハ ウ ジ ン グ に 設 け る 切 替 素 子 の
た め の 貫 通 開 口 を 、 案 内 キ ャ リ ッ ジ に 平 行 に し 、 ま た 鋸 装 置 全 体 と の 適 合 性 が よ く な る 。
更 に 、 こ の よ う な 貫 通 開 口 は 、 鋳 型 に お い て 中 子 を 使 用 す る こ と な く 製 造 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 次 に 、 図 面 に つ き 本 発 明 の 好 適 な 実 施 例 を 説 明 す る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 １ ～ 図 ４ に 、 本 発 明 に よ る 回 し び き 鋸 装 置 ４ の 伝 動 装 置 部 分 ２ を 示 す 。 回 し び き 鋸 装
置 ４ の 最 終 組 立 状 態 で は 、 伝 動 装 置 部 分 ２ は 、 ほ ぼ 外 側 ハ ウ ジ ン グ 部 分 ６ と 軸 受 防 護 壁 ８
と に よ っ て 区 画 さ れ る （ 図 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 伝 動 装 置 部 分 ２ は 往 復 ロ ッ ド １ ０ を 有 し 、 こ の 往 復 ロ ッ ド １ ０ に 鋸 ブ レ ー ド １ ２ を 固 定
す る こ と が で き る 。 往 復 ロ ッ ド １ ０ を 駆 動 す る た め 駆 動 偏 心 子 １ ４ を 使 用 し 、 こ の 駆 動 偏
心 子 １ ４ を 駆 動 歯 車 １ ６ に 取 り 付 け 、 ま た 往 復 ロ ッ ド １ ０ に 固 定 し た リ ン ク 案 内 １ ８ に 掛
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合 さ せ る 。 駆 動 歯 車 １ ６ の 回 転 に よ っ て 、 往 復 ロ ッ ド １ ０ は 往 復 動 軸 線 ２ ０ の 方 向 に 往 復
移 動 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 伝 動 装 置 部 分 ２ に は 、 更 に 、 揺 動 運 動 付 与 装 置 ２ ２ を 設 け る 。 揺 動 運 動 付 与 装 置 ２ ２ の
駆 動 は 、 駆 動 歯 車 １ ６ の 往 復 ロ ッ ド １ ０ 側 と は 反 対 側 の 裏 側 に 取 り 付 け た 揺 動 偏 心 子 ２ ４
に よ っ て 生 じ 、 こ の 揺 動 偏 心 子 ２ ４ の 周 面 を 回 動 素 子 ２ ６ の 遊 端 に 接 触 さ せ る 。 動 作 時 に
は 、 回 動 素 子 ２ ６ が 振 り 子 偏 心 子 ２ ４ に よ っ て 回 動 軸 線 ２ ８ の 周 り に 回 動 す る 。 こ れ に よ
り 、 回 動 素 子 ２ ６ は 二 つ の 平 面 で 区 切 ら れ る 揺 動 空 間 で 揺 動 方 向 に 張 り 出 し 、 こ の 揺 動 空
間 内 に 回 動 素 子 ２ ６ の 側 面 ２ ９ が 存 在 す る 。 揺 動 の 際 に 、 回 動 素 子 ２ ６ は 押 圧 面 ３ ０ を ピ
ン 状 の 押 圧 素 子 ３ ２ に 対 し て 繰 り 返 し 押 圧 す る 。 押 圧 素 子 ３ ２ が 移 動 軸 線 ３ ４ の 方 向 に 移
動 す る 際 に 、 揺 動 空 間 に 対 し て 平 行 に 、 ま た こ の 揺 動 空 間 内 で 押 圧 素 子 ３ ２ は 往 復 移 動 す
る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 押 圧 素 子 ３ ２ の 下 方 端 部 は 、 揺 動 素 子 ３ ６ の 遊 端 に 接 触 す る 。 揺 動 素 子 ３ ６ は 、 揺 動 軸
線 ３ ８ の 周 り に 揺 動 す る こ と が で き 、 ま た 揺 動 素 子 ３ ６ の 他 方 の 第 ２ 端 部 に ロ ー ル ４ ０ を
設 け 、 こ の ロ ー ル ４ ０ に 鋸 ブ レ ー ド １ ２ の 背 面 ４ ２ を 接 触 さ せ る 。 押 圧 素 子 ３ ２ の 往 復 移
動 に よ っ て 、 揺 動 素 子 ３ ６ は 揺 動 軸 線 ３ ８ の 周 り に 揺 動 し 、 鋸 ブ レ ー ド １ ２ の 背 面 ４ ２ を
繰 り 返 し 的 に 押 圧 す る 。 往 復 ロ ッ ド は 転 向 軸 線 ４ ４ の 周 り に 揺 動 自 在 に 支 持 し 、 こ れ に よ
り 、 鋸 ブ レ ー ド １ ２ に 対 す る ロ ー ル ４ ０ の 圧 力 が 往 復 ロ ッ ド １ ０ の 繰 り 返 し の 転 向 を 伴 う
よ う に な る 。 こ れ に よ り 、 往 復 ロ ッ ド １ ０ の 往 復 動 軸 線 ２ ０ の 方 向 へ の 往 復 移 動 に 対 し て
、 往 復 動 軸 線 ２ ０ に 直 交 す る 揺 動 運 動 が 重 ね 合 わ さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 往 復 動 軸 線 ２ ０ に 直 交 す る 方 向 の 転 向 の 大 き さ を 変 更 す る た め 、 ま た は 完 全 に 揺 動 を 遮
断 す る た め 、 押 圧 素 子 ３ ２ を 摺 動 素 子 ４ ６ に 対 し て 軸 線 方 向 に 摺 動 可 能 に 支 持 す る 。 こ の
摺 動 素 子 ４ ６ は 、 移 動 軸 線 ３ ４ に 直 交 す る と と も に 回 動 軸 線 ２ ８ に も 直 交 す る 方 向 に 移 動
自 在 に 設 け る 。 こ の と き 、 摺 動 素 子 ４ ６ の 摺 動 軸 線 は 、 回 動 素 子 ２ ６ の 揺 動 空 間 内 に 存 在
す る よ う に す る 。 更 に 、 摺 動 素 子 ４ ６ は 、 軸 受 保 護 壁 ８ お よ び 内 側 ハ ウ ジ ン グ 部 分 ４ ８ に
形 成 し た 案 内 に 配 置 し 、 こ れ ら 軸 受 保 護 壁 ８ お よ び 内 側 ハ ウ ジ ン グ 部 分 ４ ８ は 、 回 し び き
鋸 装 置 ４ を 最 終 的 に 組 み 立 て た と き に は 互 い に 隣 接 し て 対 向 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 切 替 素 子 ５ ０ に 、 深 く 内 側 に 湾 入 し た 形 状 の 掛 合 領 域 ５ ２ を 設 け 、 こ の 掛 合 領 域 ５ ２ に
押 圧 素 子 ３ ２ を 掛 合 さ せ る 。 切 替 素 子 ５ ０ は 切 替 軸 線 ５ ４ の 周 り に 回 動 自 在 に し 、 ま た 、
切 替 素 子 ５ ０ の 一 部 を 、 軸 受 保 護 壁 ８ お よ び 外 側 ハ ウ ジ ン グ 部 分 ６ の 対 応 す る 切 欠 き 部 分
を 経 て 伝 動 装 置 部 分 ２ か ら 突 出 さ せ る 。 切 替 素 子 の 伝 動 装 置 部 分 ２ か ら 突 出 す る 部 分 に 、
切 替 つ ま み の 形 状 の 操 作 領 域 ５ ６ を 設 け る 。 更 に 、 切 替 素 子 ５ ０ に 分 岐 し た ア ー ム 形 状 の
ば ね 領 域 ５ ８ を 設 け 、 こ の ば ね 領 域 ５ ８ の 遊 端 に 隆 起 部 ６ ０ を 設 け る 。 ば ね 領 域 ５ ８ の 遊
端 は 、 隆 起 部 ６ ０ の 位 置 で 、 多 数 の 窪 み を 形 成 し た 休 止 素 子 ６ ２ に 圧 着 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 特 定 の 揺 動 量 に 設 定 す る た め 、 操 作 領 域 ５ ６ を 移 動 す る こ と に よ っ て 、 切 替 素 子 ５ ０ を
予 め 設 定 し た 位 置 に 送 る 。 切 替 素 子 ５ ０ は 、 通 常 状 態 の 案 内 キ ャ リ ッ ジ ６ ８ の 支 持 面 ６ ６
に 平 行 な 平 面 上 で 回 動 す る 。 こ の た め 、 切 替 素 子 ５ ０ が 外 側 ハ ウ ジ ン グ 部 分 ６ か ら 突 出 す
る こ と が で き る 切 欠 き と し て 、 案 内 キ ャ リ ッ ジ ６ ８ に 平 行 な ス リ ッ ト ７ ０ を 設 け る （ 図 ２
参 照 ） 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 切 替 素 子 ５ ０ の 回 動 に よ っ て 、 押 圧 素 子 ３ ２ は 掛 合 領 域 ５ ２ を 介 し て 摺 動 素 子 ５ ６ と と
も に 移 動 す る （ 図 ３ ， 図 ４ 参 照 ） 。 こ れ に よ り 、 押 圧 素 子 ３ ２ の 軸 線 も 側 方 に 移 動 す る 。
こ れ に よ っ て 、 押 圧 素 子 ３ ２ と 回 動 素 子 ２ ６ の 押 圧 面 ３ ０ と の 接 触 領 域 は 、 回 動 軸 線 ２ ８
に 対 し て の 距 離 が 変 化 す る 。 接 触 領 域 と 回 動 軸 線 ２ ８ と の 間 の 距 離 が 短 け れ ば 短 い ほ ど 、
回 動 素 子 ２ ６ を 介 し て の 移 動 軸 線 ３ ４ の 方 向 に お け る 押 圧 素 子 ３ ２ の 移 動 量 が 少 な く な り
、 ま た 、 そ れ だ け 、 揺 動 素 子 ３ ６ の ロ ー ラ ４ ０ に よ る 往 復 ロ ッ ド １ ０ の 転 向 量 も 少 な く な
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る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 切 替 素 子 ５ ０ を 所 望 の 位 置 に 送 る と 、 隆 起 部 ６ ０ は 、 ば ね 領 域 ５ ８ の ば ね 作 用 に よ っ て
休 止 素 子 ６ ２ の 所 望 位 置 に 対 応 す る 窪 み ６ ４ に 押 し 付 け ら れ る 。 こ の よ う に し て 、 切 替 素
子 ５ ０ は 所 望 の 調 整 位 置 に 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ５ お よ び 図 ６ は 、 押 圧 素 子 の 移 動 軸 線 ３ ４ が 回 動 軸 線 ２ ８ に 交 差 す る 位 置 に 押 圧 素 子
が 移 動 し た 状 態 を 示 す 。 こ の 結 果 、 回 動 素 子 ２ ６ を 回 動 さ せ て も 、 押 圧 素 子 ３ ２ の 移 動 を
生 じ な い 。 従 っ て 、 切 替 素 子 ５ ０ ま た は 押 圧 素 子 ３ ２ が こ の 位 置 に あ る と き は 、 往 復 ロ ッ
ド １ ０ の 揺 動 は 全 く 遮 断 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る 回 し び き 鋸 装 置 の 伝 動 装 置 部 分 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 軸 受 保 護 壁 お よ び 外 側 ハ ウ ジ ン グ 部 分 の 一 部 と と も に 伝 動 装 置 部 分 を 示 す 斜 視 図
で あ る 。
【 図 ３ 】 最 大 揺 動 行 程 位 置 に あ る 状 態 の 伝 動 装 置 部 分 を 下 側 か ら 見 た 底 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 最 大 揺 動 行 程 位 置 に あ る 状 態 の 伝 動 装 置 部 分 の 背 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 揺 動 行 程 を 遮 断 す る 位 置 に 切 り 替 え た 状 態 の 伝 動 装 置 部 分 を 下 側 か ら 見 た 底 面 図
で あ る 。
【 図 ６ 】 揺 動 行 程 を 遮 断 す る 位 置 に 切 り 替 え た 状 態 の 伝 動 装 置 部 分 の 背 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ２ 　 伝 動 装 置 部 分
　 ４ 　 回 し び き 鋸 装 置
　 ６ 　 外 側 ハ ウ ジ ン グ 部 分
　 ８ 　 軸 受 防 護 壁
１ ０ 　 往 復 ロ ッ ド
１ ２ 　 鋸 ブ レ ー ド
１ ４ 　 駆 動 偏 心 子
１ ６ 　 駆 動 歯 車
１ ８ 　 リ ン ク 案 内
２ ０ 　 往 復 動 軸 線
２ ２ 　 揺 動 運 動 付 与 装 置
２ ４ 　 揺 動 偏 心 子
２ ６ 　 回 動 素 子
２ ８ 　 回 動 軸 線
２ ９ 　 側 面
３ ０ 　 押 圧 面
３ ２ 　 押 圧 素 子
３ ４ 　 移 動 軸 線
３ ６ 　 揺 動 素 子
３ ８ 　 揺 動 軸 線
４ ０ 　 ロ ー ル
４ ２ 　 背 面
４ ４ 　 転 向 軸 線
４ ６ 　 摺 動 素 子
４ ８ 　 内 側 ハ ウ ジ ン グ 部 分
５ ０ 　 切 替 素 子
５ ２ 　 掛 合 領 域
５ ４ 　 切 替 軸 線
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５ ６ 　 操 作 領 域
５ ８ 　 ば ね 領 域
６ ０ 　 隆 起 部
６ ２ 　 休 止 素 子
６ ４ 　 窪 み
６ ６ 　 支 持 面
６ ８ 　 案 内 キ ャ リ ッ ジ
７ ０ 　 ス リ ッ ト

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

(8) JP 2004-237442 A 2004.8.26


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

